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令和５年度 第４回昭島市廃棄物減量等推進審議会 議事要旨 

１ 概要 

○日 時：令和６年２月７日(水) 18：00～19：00 

○場 所：昭島市役所 ３階庁議室 

○出席者： 

◇委 員：宮脇健太郎委員、荒井康裕委員、雨宮勝委員、金子恵美子委員、清水吉仁委員、高橋靖

和委員、畠山雄平委員、古屋智人委員、万代春佳委員、薬袋徳行委員、村山智徳委員、

森本弘子委員 

※欠席委員 荒畑惠子委員、長谷川京子委員、山下雪絵委員 

 ◇事務局：池谷環境部長、近藤清掃センター長、栗田清掃施設担当課長、川鍋ごみ対策課長、大久

保地域防災担当課長、田之口下水道課長、浅利清掃センター業務係長、城田清掃センタ

ー業務係主任 

 

２ 議題 

（１） 第３回昭島市廃棄物減量等推進審議会議事要旨について（資料１） 

（２） パブリックコメントの結果について（資料２） 

（３） 昭島市災害廃棄物処理計画（案）について（資料３） 

（４） その他 

 

３ 資料 

・資料１ 第３回昭島市廃棄物減量等推進審議会議事要旨 

・資料２ パブリックコメントの結果 

・資料３ 昭島市災害廃棄物処理計画（案） 

 

４ 議事内容 

議題１ 第３回昭島市廃棄物減量等推進審議会議事要旨について 

事務局より、資料１に基づいて第３回昭島市廃棄物減量等推進審議会議事要旨について、内容

確認と意見等いただけるよう依頼した。 

 

・議事要旨の発言者について、最終版を Web 上で公表する際には氏名の記載はしないこととした。 

 

議題２ パブリックコメントの結果について 

事務局より、資料２に基づいてパブリックコメントの結果についての説明を行った。 

 

・被災地ではトイレの数が不足していると報道で見ることもあり、昭島市の地域防災計画も含

め、多めに見積もり設定した方が良いのではないか。仮置場候補地については、被災時の状況

により変化することも補足し、ある程度事前周知した方が良いのではないか。（委員） 

・トイレ基数については地域防災計画と整合性を図ったため少なくなったが、今年度以降マニュ

アルを策定する予定であり、詳細について検討する。仮置場については、平時から明確な周知を
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することは困難と思われるが、要件を満たした公園等は仮置場になり得るといった周知を心掛

けたいと考えている。（事務局） 

・地域防災計画のトイレ基数の設定が 500 基であることについて、修正前の現防災計画により、

市では 400 基を備蓄しており、内訳は仮設トイレ 72 基、マンホールトイレ 328 基となってい

る。これは阪神淡路大震災の教訓から 1 基につき 75 人分の使用を目安としているためであり、

東京都の地域防災計画では 50 人に１基としている。避難所の場合には日数経過で避難者数が減

少し、最終的には 20 人に１基となる。 

昭島市の場合は、一昨年度の首都直下地震の被害想定報告書に基づき、立川断層帯地震の冬・18

時・風速８m の被害想定で、最大避難所避難者数が 24,956 人となっており、東京都の地域防災

計画と整合性を図り、50 人に１基として算出すると総数は 500 基となる。今回、地域防災計画

の修正を図っているところであり、災害廃棄物処理計画との整合性を図ったものである。（事務

局） 

・最低限の数値で設定したので、可能な限りまた推計を進めていただきたい。（事務局） 

・丁寧に見ていただいている市民の方がおられるので、最終的な回答は市により Web で公開され

るとのことである。（事務局） 

・パブリックコメントの結果について市議会に説明を行い、会長から市長へ計画案の答申をして

いただく。ホームページ上での公開や広報誌等に結果報告を掲載する予定である。（事務局） 

 

議題３ 昭島市災害廃棄物処理計画（案）について 

事務局より、資料３に基づいて昭島市災害廃棄物処理計画（案）についての説明を行った。 

 

・災害トイレは洋式のものを用意した方が良い。和式は利用者がほぼいない。（委員） 

・市でも、携帯用トイレを 21,400 個備蓄している。東京都の地域防災計画では 500 基と設定され

ているが、避難所のガイドラインでは、仮に断水した場合でも携帯用トイレを個室の洋式トイ

レの上に設置することで災害用トイレとして認められる。和式トイレの場合は携帯用トイレを

はめ込むことが出来ないため、学校も順次洋式トイレに改修している。（事務局） 

・災害時の分別とは、搬入する前の段階から分別するのか、それとも未分別でも運び入れて良い

のか、どのように想定されているのか。（委員） 

・平時からの取り組みで分別方法を周知し、搬入時も原則として分別していただきたいと考えて

いるので周知していきたい。（事務局） 

・被災時でも平時の専用ごみ袋を使用するのか。（委員） 

・専用ごみ袋に入りきらないものなどもあると想定されるので、半透明の袋などを使用して中身

が見えるよう搬出していただきたいと考えている。（事務局） 

・被災者にビニール袋などを配布する予定はあるのか。（委員） 

・被災時に購入することは困難であると想定されることから、配布の必要性を感じる。今後検討

させていただきたい。（事務局） 

・内容についてはおおむねご確認いただいていると思うので、いただいたご意見を基に処理計画

の修正を進めさせていただき、審議会の代表として私から市長に答申案の提出をさせていただ

ければと思う。（会長） 
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議題４ その他 

・答申の最終調整は宮脇会長に一任することとする。 

・審議いただいた内容については、昭島市災害廃棄物処理計画（案）として議会へ報告させていた

だき、会長から昭島市長に答申させていただいた後、次年度から施行の計画として公表する。こ

の計画を元に順次平時の取り組みを進めていきたいと考えている。（事務局） 

・答申の日時は３月 21日（木）13:30～14:00 の予定。（事務局） 

 


